
特集 平成26年度
中小企業・小規模事業者政策の概要について

■―いま、これを伝えたい！―
 下関水産物卸協同組合
■県内の元気のある中小企業紹介㉖
 有限会社中村民芸社
 有限会社アセンティー
■組合等ニュース
■消費税転嫁対策事業のご案内

■平成25年度年末資金（短期運転資金）の実施について
■景況動向
■やまぐち総合ビジネスメッセ2013が開催
■ 「やまぐち商工業推進計画」、「やまぐち観光推進計画」
及び「やまぐち雇用・人財育成計画」のお知らせ
■「2013年 組合トップセミナー」開催のご案内
■特定退職金・小規模共催のご案内
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第65回全国理容競技大会 in 山口
 （山口市「山口県スポーツ文化センター」）



2山口県の中小企業（2013年11月号）

シリーズ

の
共
同
購
入
を
は
じ
め
、
下
関
漁
港
の
発

展
の
た
め
、
卸
売
業
者
、
生
産
者
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
活
発
な
事
業
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

【
鮟
鱇
（
あ
ん
こ
う
）
水
揚
げ
日
本
一
】

　

下
関
漁
港
を
基
地
と
し
て
対
馬
海
峡
か

ら
山
口
県
見
島
沖
で
操
業
す
る
沖
合
底
び

き
網
漁
は
、
毎
年
盆
明
け
の
８
月
16
日
に

解
禁
さ
れ
、
翌
年
の
５
月
末
ま
で
の
９
ケ

月
間
の
漁
期
中
に
連
日
、
多
彩
な
魚
が
水

揚
げ
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
、
下
関
漁
港
が

11
月
23
日
は「
鮟
鱇（
あ
ん
こ
う
）の
日
」、

 

下
関
さ
か
な
祭
を
開
催

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】

　○　理 事 長：山口　秀人

　○　組合住所：下関市大和町一丁目16番１号

　○　☎ 083-266-0735  FAX 083-266-0735

【組合の主な活動】

共同宣伝事業、共同購買事業、福利厚生事業

下関水産物卸協同組合

【
任
意
団
体
か
ら
法
人
化
へ
】

　

当
組
合
は
、
１
９
９
５
年
に
任
意
組
合

と
し
て
発
足
し
、
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

下
関
漁
港
の
基
幹
漁
業
、
沖
合
底
び
き
の

新
造
船
建
造
計
画
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
で
漁
港
市
場
の
流
通
改
革
の
議
論

が
進
む
中
、
再
度
、
仲
買
業
者
と
し
て
責

任
体
制
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
法
人
格

を
取
得
す
る
必
要
性
が
生
じ
、
平
成
23
年

11
月
１
日
、
下
関
漁
港
の
仲
買
業
者
63
名

で
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
燃
料

下
関
水
産
物
卸
協
同
組
合

水
揚
げ
日
本
一
を
誇
る
鮟
鱇
（
あ
ん
こ
う
）

は
、
組
合
ほ
か
市
場
関
係
者
等
で
組
織
さ

れ
て
い
る
「
下
関
漁
港
沖
合
底
び
き
網
漁

業
ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会
」
で
ブ
ラ
ン
ド
化

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
フ
グ

と
並
ぶ
下
関
を
代
表
す
る
名
物
魚
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
協
議
会
で
は
、
11
月
23
日
は
、

「
下
関
さ
か
な
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
鮟
鱇
（
あ
ん
こ
う
）
の
日
」
と
制

定
し
、各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
２
０
１
２
年
の
水
揚
げ
は
５
４

３
ト
ン
で
し
た
。

【
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
う
、「
下
関
さ
か

な
祭
」】

　

毎
年
、11
月
23
日
は
、「
下
関
さ
か
な
祭
」

が
下
関
漁
港
に
お
い
て
開
か
れ
、
下
関
近

海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
を
安
価
で
販
売
し
、

毎
年
長
蛇
の
列
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

当
日
は
、
周
辺
地
域
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
市
内
は
活
気
で
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
す
。

【
下
関
漁
港
の
施
設
整
備
計
画
進
む
】

　

下
関
漁
港
は
、
国
内
で
も
特
に
重
要
な

漁
港
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
「
特
定
第

３
種
漁
港
」
で
あ
り
、
沖
合
底
び
き
網
漁

業
等
が
盛
ん
な
全
国
有
数
の
水
産
物
流
通

拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
フ
グ
、
あ
ん
こ
う

の
水
揚
げ
が
全
国
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
下
関
漁
港
で
は
、
流
通
機
能
の

強
化
を
図
る
た
め
、
高
度
衛
生
管
理
型
の

荷
捌
き
所
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の
計
画

が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を

契
機
に
組
合
に
お

い
て
も
よ
り
結
束

を
固
め
、
下
関
水

産
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
べ
く
積
極

的
に
組
合
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

下関漁港

アンコウシール

下関さかな祭



3 山口県の中小企業 （2013年11月号）

特　　集

平
成
26
年
度　

中
小
企
業
・

 

小
規
模
事
業
者
政
策
の
概
要

１．中小企業対策費の推移

24年度 25年度 26年度（要求） 特別枠

政 府 全 体 1,802億円 1,811億円 2,394億円 817億円

うち経産省計上 1,060億円 1,071億円 1,351億円 339億円

２．24年度補正予算

24年度補正

政 府 全 体 5,434億円（資金繰り2,893億円）

う ち 経 産 省 計 上 3,721億円

５ 

．
新
た
に
１
万
社
の
海
外
展
開
の
実
現

を
目
指
す

・ 

海
外
直
接
投
資
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
数 

：
５
、６
３
０
社
（
２
０
０
９
年
）

・ 

輸
出
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
数
（
製

造
業
）：
５
、９
２
０
社（
２
０
１
０
年
）

６
．
消
費
税
転
嫁
対
策
に
万
全
を
期
す

７
．
経
済
活
力
を
維
持
す
る

今
後
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
政
策

１ 

．
被
災
地
対
策

 

【
要
求
額
：
６
１
３
億
円
＋
事
項
要
求
】

○ 

中
小
企
業
組
合
等
共
同
施
設
等
災
害
復

旧
事
業
（
グ
ル
ー
プ
補
助
金
）

 

【
事
項
要
求
】

○ 

東
日
本
大
震
災
復
興
貸
付
等

 

【
５
３
０
億
円
（
継
続
）】

○
中
小
企
業
移
動
販
売
支
援
事
業

 

【
３
・８
億
円
（
拡
充
）】

○
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

 

【
35
・５
億
円
（
拡
充
）】

○ 

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
運
営
費
交

付
金 

【
20
・３
億
円
（
拡
充
）】

２
．
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
当
て
る

 

【
要
求
額
：
２
３
２
億
円
】

○ 

小
規
模
事
業
者
の
振
興
を
図
る
た
め
の

「
基
本
法
」
の
制
定

 

【
次
期
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
】

○ 

中
小
企
業
庁
に
新
た
に
「
小
規
模
企
業

支
援
課
（
仮
称
）」
を
設
置

⑴ 

安
定
的
な
事
業
継
続
を
目
指
す
小
規
模

事
業
者
を
支
援

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
事

業
（
マ
ル
経
） 

【
40
億
円
（
拡
充
）】

② 

小
規
模
事
業
者
等
人
材
・
支
援
人
材
育

成
事
業 

【
15
億
円
（
新
規
・
特
別
枠
）】

　

 　

経
営
指
導
員
の
支
援
能
力
の
向
上
等

を
図
る
。

③ 

小
規
模
事
業
者
の
活
力
向
上
の
た
め
の

税
制
措
置
の
創
設 

【
税
制
（
新
規
）】

　

 　

純
損
失
の
繰
越
期
間
の
延
長
等
、
所

要
の
税
制
措
置
を
講
ず
る
。

⑵
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
挑
戦
を
支
援

① 

小
規
模
事
業
者
等
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン

ド
育
成
・
地
域
産
業
資
源
活
用
支
援
事

業 

【
29
億
円
（
新
規
・
特
別
枠
）】

・ 「
中
小
企
業
地
域
資
源
法
」
を
見
直
し
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
を
活
用
し
た
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
等
を
支
援
。

②
小
規
模
事
業
者
活
性
化
事
業

 

【
34
億
円
（
拡
充
）】

③ 

下
請
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
自
立

化
支
援
事
業  

【
12
億
円
（
拡
充
）】

⑶
経
営
支
援
を
強
化

○ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
総
合
支
援
事
業

 

【
77
・
２
億
円
（
新
規
・
特
別
枠
）】

・ 「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」（「
富
士
市
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
モ
デ
ル
）
を
認
定

支
援
機
関
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
役
と
し
て
全
国
47
箇
所
に

　
中
小
企
業
庁
よ
り
、
平
成
26
年
度
経
済
産
業
政
策
の
重
点
、
概
算
要
求
・
税
制
改

正
要
望
に
つ
い
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。（
紙
面
の
都
合
上
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
予
算
関
係
の
み
掲
載
し
ま
す
。）

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
関
係

予
算
等
の
推
移

今
後
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
政
策
の
柱

１ 
．
被
災
地
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
対
策
に
万
全
を
期
す

２
．
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
当
て
る

・ 

中
小
企
業
の
87
％
は
小
規
模
事
業
者
。

・ 

景
気
回
復
の
実
感
を
全
国
３
６
６
万
者

の
小
規
模
事
業
者
に
行
き
渡
ら
せ
る
。

３
．
開
業
率
10
％
台
を
目
指
す

・ 

日
本
の
開
業
率
は
４
・
５
％
（
２
０
１

１
年
度
）。

・ 

イ
ギ
リ
ス
は
11
・
２
％
（
２
０
１
１
年
）、

ア
メ
リ
カ
は
９
・３
％
（
２
０
１
０
年
）。

４ 

．
黒
字
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
倍
増
を
目
指
す

　

黒
字
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者（
資

本
金
１
億
円
未
満
の
法
人
）

・ 

１
９
９
１
年
度
：
１
０
９
万
社
（
黒
字

比
率
：
50
％
、
法
人
数
：
２
１
９
万
社
）

・ 

２
０
１
１
年
度
：
70
万
社（
黒
字
比
率
：

27
％
、
法
人
数
：
２
５
４
万
社
）



4山口県の中小企業（2013年11月号）

特　　集

整
備
。

・ 
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ミ
ラ
サ
ポ
」

を
通
じ
て
経
営
相
談
を
行
え
る
仕
組
み

や
専
門
家
派
遣
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

構
築
。

３ 

．
開
業
率
が
廃
業
率
を
上
回
る
状
態
に

し
、
開
業
率
が
10
％
台
に
な
る
こ
と
を

目
指
す 

【
要
求
額
：
１
６
３
億
円
】

⑴
創
業
を
増
や
す

① 

地
域
創
業
促
進
支
援
事
業

 

【
20
億
円
（
新
規
）】

・ 

女
性
・
若
者
等
を
対
象
に
、
創
業
予
備

軍
の
発
掘
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
を
支
援
。

②
地
域
創
業
促
進
税
制
【
税
制
（
新
規
）】

・ 

認
定
支
援
機
関
の
指
導
・
助
言
を
受
け

て
会
社
を
設
立
す
る
場
合
に
登
録
免
許

税
を
軽
減
。

③
創
業
を
金
融
面
か
ら
支
援

ⅰ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
経
営
力
強

化
融
資
・
保
証
事
業

 

【
14・９
億
円
（
新
規
）】

　

・ 

創
業
・
経
営
多
角
化
事
業
に
対
す
る

低
利
融
資
（
基
準
金
利

－

０
・
４
％
）

等
を
整
備
す
る
こ
と
で
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
強
化
を
図

る
。

　

・ 

女
性
・
若
者
・
シ
ニ
ア
に
よ
る
創
業

に
対
す
る
金
利
を
引
き
下
げ（

－

０
・

65
％
）。

④ 

地
域
商
業
自
立
促
進
事
業

 

【
60
億
円
（
新
規
・
特
別
枠
）】

・ 

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
や

空
き
店
舗
へ
の
店
舗
誘
致
等
を
支
援

し
、
商
店
街
の
新
陳
代
謝
を
進
め
る
。

・ 「
御
用
聞
き
」
事
業
等
の
支
援
や
、
子

育
て
支
援
施
設
の
整
備
等
を
支
援
。

⑵ 

事
業
承
継
を
通
じ
て
第
２
創
業
を
後
押

し
す
る

○ 

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

 

【
48
億
円
（
拡
充
）
の
内
数
】

・ 「
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
全

国
展
開
（
８
↓
24
箇
所
）
を
図
る
。

⑶ 
個
人
保
証
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
創

業
・
事
業
承
継
の
促
進

① 

経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定

・ 

法
人
の
事
業
資
産
と
経
営
者
個
人
の
資

産
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
等
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
保
証

を
求
め
な
い
こ
と
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
。

４
．
黒
字
企
業
を
倍
増

 

【
要
求
額
：
１
６
１
億
円
】

⑴
も
の
づ
く
り
を
支
援

○ 

も
の
づ
く
り
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
等
連
携
事
業
創
造
促
進
事
業

 

【
１
２
６
億
円
（
新
規
）】

・ 「
中
小
も
の
づ
く
り
高
度
化
法
」
の
特

定
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
を
見
直
し
医

療
、
環
境
分
野
な
ど
の
成
長
分
野
に
も

対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
見
据
え
た
研

究
開
発
を
支
援
。

⑵
新
事
業
展
開
・
生
産
性
向
上
を
支
援

① 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
連
携
促
進

支
援
事
業【
23
億
円（
新
規・特
別
枠
）】

・ 

農
商
工
連
携
等
に
よ
る
新
事
業
活
動
を

支
援
。

②
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制

 

【
税
制
（
上
乗
せ
・
延
長
）】

・ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
組
み
込
ま
れ
た
設
備

等
に
つ
き
特
別
償
却
等
の
繰
越
期
間
の

延
長
を
図
る
と
と
も
に
、
特
別
償
却
・

税
額
控
除
割
合
の
引
上
げ
を
行
う
。

⑶ 

認
定
支
援
機
関
の
支
援
の
「
質
」
の
向
上

○
認
定
支
援
機
関
等
研
修
事
業

 

【
２
億
円
（
拡
充
）】

５
．
１
万
社
の
海
外
展
開
を
実
現

 

【
要
求
額
：
32
億
円
】

○ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
海
外
展
開

戦
略
支
援
事
業 

【
31
億
円
（
新
規
）】

・ 

展
示
会
出
展
・
Ｆ
／
Ｓ
調
査
支
援
や
情

報
提
供
事
業
に
加
え
、
決
済
機
能
付
き

外
国
語
Ｈ
Ｐ
の
作
成
支
援
、「
中
小
企

業
海
外
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
拡
大
や
海
外
現
地
常
設
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
の
設
置
等
を
行
う
。

６
．
消
費
税
転
嫁
対
策

 

【
要
求
額
：
57
億
円
】

○ 

消
費
税
転
嫁
状
況
監
視
・
検
査
体
制
強

化
等
事
業 

【
46・６
億
円
（
拡
充
）】

７
．
経
済
活
力
の
維
持

⑴
事
業
再
生
支
援
の
強
化
、
資
金
繰
り
支
援

○ 

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

 

【
48
億
円
（
拡
充
）
の
内
数
】

・ 

各
都
道
府
県
の
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
に
お
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
再
生
支
援
体
制
を
強

化
。

○
き
め
細
か
な
資
金
繰
り
支
援

 
 【

２
３
３
億
円
（
拡
充
）】

⑵ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
済
活

力
の
維
持
・
向
上

○ 

24
年
度
補
正
予
算
の
執
行
と
効
果
の
見

極
め

ⅰ 

も
の
づ
く
り
補
助
金
（
試
作
品
開
発
・

設
備
投
資
）
：
１
万
社
を
支
援

ⅱ 

人
材
対
策
事
業
：
２
・５
万
人
の
女
性
・

若
者
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

ⅲ 

ま
ち
づ
く
り
・
に
ぎ
わ
い
補
助
金
：
商

店
街
活
性
化

ⅳ 

認
定
支
援
機
関
に
よ
る
経
営
改
善
計
画

策
定
支
援 

：
２
万
社
を
支
援

　
詳
細
は
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
予
算
の
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/
koukai/yosan/index.htm

l

）

を
ご
覧
下
さ
い
。
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今
回
の
事
業
計
画
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
漆
塗
り
の
技
術
を
も
と

に
、
新
商
品
で
あ
る
「
山
口
陶
漆
器
」

の
ほ
か
、
拭
き
漆
（
ふ
き
う
る
し
）

の
技
法
に
よ
る
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
や

大
内
人
形
を
ベ
ー
ス
に
し
た
漆
塗
り

小
物
雑
貨
等
の
新
商
品
を
開
発
し
、

新
た
な
販
路
の
開
拓
・
拡
大
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、「
大
内
塗
」
の

知
名
度
向
上
と
産
地
振
興
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
内
塗
漆
器
振
興
協
同
組
合
（
冨
田

潤
二
理
事
長
）
の
組
合
員
で
あ
る
㈲
中

村
民
芸
社
は
、「
大
内
塗
」
の
技
術
を

活
用
し
た
新
し
い
生
活
の
器
「
山
口
陶

漆
器
」
や
「
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
」「
小
物

雑
貨
」
等
の
新
商
品
開
発
及
び
販
路
開

拓
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
国
経
済
産
業
局

か
ら
、
10
月
16
日
付
け
で
「
地
域
産
業

資
源
活
用
事
業
計
画
」
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
昭
和
元
年
に
創
業
し
、
大

内
塗
漆
器
や
大
内
人
形
等
を
製
造
販
売

す
る
漆
器
製
造
業
者
で
あ
り
、「
大
内

塗
」
産
地
で
は
唯
一
の
法
人
企
業
者
で

す
。

　

山
口
県
を
代
表
す
る
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る
「
大
内
塗
」
は
、
漆
器
や
大
内

人
形
が
有
名
で
す
が
、
近
年
、
漆
器
に

対
す
る
需
要
の
減
少
や
職
人
の
高
齢
化

等
に
よ
り
、
廃
業
や
売
上
高
の
減
少
な

ど
産
地
の
衰
退
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
山
口
県
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
「
大
内
塗
」、「
萩
焼
」、「
赤

間
硯
」
の
三
産
地
が
連
携
し
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
、
大
内

塗
漆
器
振
興
協
同
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
支
援
補

助
事
業
と
し
て
新
商
品
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度

に
同
社
が
開
発
主
体
と
な
り
「
萩
焼
」

と
「
大
内
塗
」
が
融
合
し
た
新
し
い
生

活
の
器
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
「
山

口
陶
漆
器
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

「
大
内
塗
」の
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
生
活
の
器「
山
口

陶
漆
器
」な
ど
、新
商
品
開
発
及
び
販
路
開
拓
に
取
り
組
む

有
限
会
社
中
村
民
芸
社

お
問
い
合
わ
せ
先

有
限
会
社
中
村
民
芸
社

　

代
表
者
：
中
村　

弴

　

〒
７
４
３
―
０
２
１
４

　

山
口
市
大
内
御
堀
４
１
３
８
番
地

　

☎
０
８
３
―
９
２
７
―
０
６
１
９

　

℻
０
８
３
―
９
２
７
―
４
６
１
９

県内の元気のある中小企業紹介㉖

等
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
油
浄
化
関
連

商
品
生
産
、
汚
染
土
壌
調
査
、
浄
化

施
工
の
各
専
門
企
業
が
連
携
し
、
工

事
と
し
て
請
け
負
う
こ
と
に
よ
り
、

顧
客
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
「
新
バ
イ
オ
オ
ー
グ
メ

ン
ト
工
法
」
の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
短
期
間
で
油
土
壌
を
浄
化

す
る
「
新
バ
イ
オ
オ
ー
グ
メ
ン
ト
工
法
」

の
事
業
化
を
テ
ー
マ
に
、
中
国
経
済
産

業
局
か
ら
、
10
月
16
日
付
け
で
「
新
連

携
計
画
」（
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野

開
拓
計
画
）
の
認
定
を
受
け
た
有
限
会

社
ア
セ
ン
テ
ィ
ー
（
コ
ア
企
業
）
を
紹
介

し
ま
す
。

　

微
生
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
群
）
の
働
き

を
利
用
し
て
汚
染
土
壌
を
浄
化
す
る「
バ

イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
土
壌
浄
化
技
術
は
、
平
成
17
年
に
経

済
産
業
省
と
環
境
省
と
の
連
名
で
「
微

生
物
に
よ
る
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
利
用
指
針
」
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
低

コ
ス
ト
で
環
境
に
優
し
い
浄
化
手
段
と

し
て
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
う

ち
、
外
部
の
微
生
物
を
添
加
す
る
「
バ

イ
オ
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
工
法
は
、

一
般
的
に
、
①
施
工
期
間
が
３
〜
６
ヶ

月
程
度
か
か
る
、
②
重
質
油
に
対
応
し

て
い
な
い
、
③
土
壌
の
生
態
系
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
懸
念
が
あ
る
等
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
有
限
会
社
ア
セ
ン
テ
ィ
ー
で

は
、
生
態
系
に
影
響
し
な
い
バ
ク
テ
リ
ア

に
よ
る
「
ス
ノ
ム
」
を
は
じ
め
と
す
る

油
浄
化
関
連
商
品
と
、
独
自
の
前
処
理

技
術
で
浄
化
を
促
進
す
る
「
新
バ
イ
オ

オ
ー
グ
メ
ン
ト
工
法
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
し
、
浄
化
期
間
の
約

１
ヶ
月
短
縮
、
対
処
可
能
油
種
の
拡
大

異
分
野
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
油
土
壌
浄
化
の
ビ
ジ
ネ
ス
化

有
限
会
社
ア
セ
ン
テ
ィ
ー

お
問
い
合
わ
せ
先

有
限
会
社
ア
セ
ン
テ
ィ
ー

　

代
表
者
：
取
締
役
社
長　

本
多　

淳
一

　

〒
７
４
７
―
０
８
２
５

　

山
口
県
防
府
市
新
田
２
４
６
番
地

　

☎
０
８
３
５
―
２
７
―
０
６
３
２

　

℻
０
８
３
５
―
２
４
―
０
０
７
２

油土壌浄化材「スノム」
マメ科植物殻を材料にして構成された油吸着分解剤
で、人畜・植物には無害で金属等への腐食性も無く、
無リンの環境対応型の商品。
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10
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
の
両
日
、
下
関

市
の
下
関
競
艇
場
に
お
い
て
、
第
11
回
長

府
企
業
フ
ェ
ス
タ
（
主
催
：
長
府
企
業

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、共
催
：
下
関
市
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
「
人
と
ま
ち
と
企
業
の
ふ
れ
あ
い
」
を

テ
ー
マ
に
、
長
府
扇
町
周
辺
の
51
の
企
業

や
団
体
等
が
出
展
し
、
市
民
に
自
社
の
商

品
や
製
品
、
技
術
等
を
紹
介
し
た
ほ
か
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
々

と
の
親
睦
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
へ
の
支
援
を
目
的
に
し
た
東

北
地
方
の
物
産
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

組合等ニュース・お知らせ

第
11
回
長
府
企
業

 

フ
ェ
ス
タ
を
開
催

　

10
月
20
日
㈰
、
山
口
県
う
に
協
同
組
合

（
中
嶋
豪
理
事
長
）
は
、
下
関
市
の
赤
間

神
宮
に
お
い
て
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参

列
し
「
う
に
供
養
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
豊
北
町
で
獲
れ
た
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

を
供
え
て
、
神
職
が
祝
詞
を
奏
上
す
る
神

事
が
行
わ
れ
た
後
、
参
列
者
が
約
５
０
０

匹
の
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
関
門
海
峡
に
向
け
て

放
流
し
、
ウ
ニ
へ
の
感
謝
と
来
年
の
豊
漁

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
嶋
理
事
長
ら
役
員
３
名
は
、

下
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、
う
に

の
瓶
詰
１
２
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

感
謝
と
豊
漁
を
祈
願
し

 

「
う
に
供
養
祭
」を
開
催

山
口
県
う
に
協
同
組
合

消費税転嫁対策事業のご案内
　平成26年４月より予定されている消費税の引き上げに際し、消費税の円滑かつ適正な転嫁に向けた「消
費税転嫁対策特別措置法」が平成25年６月5日に成立し、10月１日より施行されました。
　本会では、消費税率の二段階にわたる引上げや制度変更への円滑な対応のため、協同組合等と連携して、
県内地域別での普及講習会の開催、専門家による相談窓口の設置やパンフレット等による周知等の事業
を実施します。

１．相談窓口の開設
　消費税の適正転嫁等に関する協同組合等からの相談に応じるため、消費税相談窓口を本会事務局
に設置しています。

２．組合等への専門家派遣
　協同組合において、消費税転嫁に係る研修会・勉強会等を希望する場合には、公認会計士や税理士、
弁護士等の専門家を派遣し、消費税転嫁対策特別措置法の概要や消費税率の引き上げに係る経過措
置と転嫁対策についての講習を行います。
（開催日時、場所等については事前にご相談ください）

３．県内各地での講習会の開催
　詳細が決まりましたらお知らせいたします。

お問い合わせ先　山口県中小企業団体中央会　連携支援第二課　水野（電話083-922-2606）
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カ
ッ
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
」、

第
２
部
門
は
、
女
性
の
モ
ー
ド
ス
タ
イ

ル
を
創
作
す
る「
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト・モ
ー

ド
カ
テ
ゴ
リ
ー
」、
第
３
部
門
は
、
流
行

の
最
先
端
の
男
性
ヘ
ア
を
創
作
す
る
「
Ｊ

Ｉ
Ｇ
」
の
３
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

各
競
技
の
成
績
は
、
各
部
門
１
位
の

み
紹
介
し
ま
す
と
、
第
１
部
門
は
、
北

河
輝
夫
氏
（
千
葉
）、
第
２
部
門
は
、

荻
原
奈
々
氏
（
東
京
）、
第
３
部
門
は
、

吉
沢
隆
氏
（
富
山
）
が
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。

　

山
口
県
代
表
の
メ
ン
バ
ー
は
、
開
会

式
で
選
手
宣
誓
を
し
た
宇
佐
川
竜
也
氏

が
第
２
部
門
で
敢
闘
賞
を
受
賞
さ
れ
、

佐
野
宙
史
氏
が
第
３
部
門
で
同
じ
く
敢

闘
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
理
容

２
０
１
３
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
国
大
会
」
で

は
、
中
国
協
議
会
代
表
で
山
口
県
の
倉

重
憲
子
氏
が
み
ご
と
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
山
形
県
で
第
66
回
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
ヘ
ア
維
新　
歴
史
の
街
か
ら
未
来
へ
発
信
」

　
第
65
回
全
国
理
容
競
技
大
会
in
山
口
を
開
催

　

10
月
21
日
㈪
、
山
口
市
の
「
維
新
百

年
記
念
公
園　

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
」
で
、「
第
65
回
全
国
理
容
競

技
大
会
in
山
口
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
、
全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
で
、
引
き
受
け
県
と
し
て
、

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
角

野
悦
雄
理
事
長
が
大
会
実
行
委
員
長
を

務
め
、
角
野
理
事
長
中
心
に
、
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
３
年
前
か
ら
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
47
都
道
府
県
か
ら
、
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
山
口
県
代
表
10
人
を
含

む
男
女
１
８
９
人
が
、
大
会
へ
向
け
て

練
習
し
て
き
た
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
第
１
部
門
は
、
男
性
カ
ッ

ト
の
基
本
技
術
を
競
う
「
ク
ラ
シ
カ
ル

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

開会式で大会実行委員長として挨拶される角野理事長

組合等ニュース・お知らせ

平成25年度年末資金（短期運転資金）の実施について

「年末のボーナス資金などに。県の年末資金をご利用ください。」
　県では、年末の中小企業の資金需要に対応するため、例年実施している年末資金について、引き続き厳しい
経営環境に鑑み実施しています。

実 施 時 期　10月15日㈫～12月30日㈪
融資限度額　800万円（※不況業種1,000万円、組合4,800万円）
融 資 利 率　年1.9％
　　　　　　（責任共有制度対象外となるものは年1.7%、信用保証協会の保証無は年2.0%）
保 証 料 率　年0.34％～1.76％（ 責任共有制度の対象となるものは、年0.34%～1.45%、対象外となるものは、

0.40%～1.76%。なお、国のセーフティネット保証等に該当する場合は年0.65%）
融 資 期 間　５ヶ月以内（原則として一括償還）
保　証　人　 保証付きの場合は、原則として法人の代表者以外は不要。
　　　　　　保証無の場合は、指定取扱金融機関の定めるところによる。
担　　　保　 指定取扱金融機関又は保証協会の定めるところによる。
取扱金融機関　次の金融機関の県内本支店
（申 込 先）　 山口銀行、広島銀行、福岡銀行、西日本シティ銀行、伊予銀行、十八銀行、西京銀行、も

みじ銀行、東山口信用金庫、萩山口信用金庫、西中国信用金庫、山口県信用組合、朝銀西
信用組合、信用組合広島商銀、商工組合中央金庫

問 合 せ 先　上記の取扱金融機関
山口県信用保証協会（☎083-921-3094）
県 経 営 金 融 課（☎083-933-3188）

　※不況業種：642業種（産業分類細分類）〈中小企業信用保険法に基づき国が指定〉

第２部門で敢闘賞を受賞した宇佐川竜也氏（左から２番目）

第３部門で敢闘賞を受賞した佐野宙史氏（左から２番目）
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 ９月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →
印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →

運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成25年９月期

　県内の「業界の景況（前年同月との比較）」は、悪
いと感じている人が先月（８月）よりも減少しているが、
円安によるコストアップで、「収益状況」は悪化してい
ると感じている人が、増加している。
　９月は、消費税増税に伴う駆込み需要増加の報告が
木材・木製品製造業、建設業、運輸業からあり、砕石
製造業からは、７月末の豪雨災害復旧関連で、資材の
出荷量が増加したとの報告もあった。
　一部の業種で受注量が増えた等、少しずつ上向き傾
向の企業が増えて来たとの報告もあるが、消費税増税
が具体的となってきた９月では、消費者も慎重な行動を
とっているとの報告もあった。
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　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　売上は昨年と変わらない中、現在、お菓子が一番売れる場所は、集客のある
下関の販売店である。組合員の減少に歯止めがかからない。（パン・菓子製造業）
○　９月前半は豪雨災害の影響が残り、10％程度ダウンで推移していたが、中
旬より回復し、前年同月比でイーブンの月商となった。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業

○　傘下企業１社の休業が影響し関連企業も経営が困難になり対策検討中である。
製造は海外へのシフトが一段と進んでいる。 （下着類製造業）

○　豪雨で床上浸水の事業所があったが、社員家族やボランティアの支援もあって
１ヶ月で復旧し稼働。日本製の再評価が広がっており、今後はＴＰＰに対応してア
セアン市場へのアプローチが必要である。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　山陽側では消費税の駆込み需要があり、受注高等も増えているが、山陰側では
変化はあまりない。 （下関市）

印 刷
○　昨年よりも多少良い状況だが、例年と同じく閑散期で受注量が減っている。
○　印刷物の減少で、低価格競争に歯止めがかからない。この上増税分の消費税
まで負担させられるのであれば、廃業に追い込まれる業者も少なくない。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　対前年同月比は、主に豪雨災害の復旧関連で、骨材125％、路盤材148％、再
生材111％、全体では129％の出荷量となっている。 （砕石製造業）

○　出荷量は前月比では89％、前年同月比では104％である。災害復旧関連を含む
出荷量増は、年度後半となる見込み。 （生コンクリート製造業）

一 般 機 器
○　９月の金型製造設備の操業度は大型金型の受注が一段落した。国内も動きは
出て来ている模様だが、来期分等の受注には、さらなる、価格競争、短納期の
対応が不可欠である。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　鉄道車両部門は、依然として低水準にあり、何とか持ちこたえているが、下期
も厳しい経営を強いられる環境である。その中で、プラント及び精密加工部門は
作業量が増加しており、操業度も持ち直してきたが、車両部門分をカバーするま
でには至っていない。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　全般的に昨年度より売上高は増加傾向にあるものの、円安による燃料・資材商
品等の仕入れ原価は値上がり、収益確保は厳しい。 （周南市）

○　太陽光発電等、少しずつ上向き傾向の企業が出て来た。団地内の２社も、倉
庫を建て増している。 （防府市）

小 売 業
○　９月は半期決算期のメーカーも多く、新製品の発売もあり、店頭は季節の変わ
り目のファンデーションの切り替え等で賑っている。 （化粧品小売業）
○　今月も売上、客数とも前年割れという厳しい状況は続いている。 （長門市）

商 店 街 ○　近隣商店街のイベントの開催により来客数は多かったように感じる。しかし、駐
車場の利用数と組合員店舗の売上は、少し減少している。 （山口市）

サービス業
○　消費者は、思っている以上にお金を使わなくなっている。消費税増税は、物価
を引き上げるが、サービス相当の対価を支払う社会になることに期待。（理容業）
○　連休があるにもかかわらず、肝心の泊り客が減少。宴会は前年並みであった。
新しい観光施設がオープンしたが、期待程の波及効果はなかった。 （旅館業）

建 設 業
○　公共工事は大幅に増加したが、入札額は低調で、経営改善には至っていない。
消費税の駆込み需要は、住宅工事にはあるが、職人・資材とも確保難で、需要
に対応出来ていない。耐震工事等も増加しているが、職人の確保難で、採算が
取れない状況。 （土木工事業）

運 輸 業

○　円安・消費税増税による価格アップ前の駆込み需要で、国内向け輸送が、中
旬以降活発となり車両不足を来した。輸出は横ばい。油関係は、1.1円値上げ。
 （一般貨物自動車運送業）
○　自動車関連で、生産拠点を来年度より一部海外に移管することが決定しており、
稼働減は避けられない。 （一般貨物自動車運送業）

○　タクシーチケットの取扱金額は、防府市が前年より若干増加。周南、下松市は
ほぼ前年並みだが、光市が減少している。燃料のＬＰＧは、円安により、８月より
＋２％上昇、前年９月分に比べ＋15％となった。 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成25年９月期

景況動向
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中央会ＰＲ・お知らせ

　山口県では、商工、観光、労働各分野に関する取組の一層の推進を図るため、各分野に
おいて取り組むべき施策を体系的に整理した３つの計画（「やまぐち商工業推進計画」、「や
まぐち観光推進計画」及び「やまぐち雇用・人財育成計画」）を策定しました。
　詳しくは、山口県のホームページをご覧下さい。

　＜閲覧先＞　「やまぐち商工業推進計画」（商政課ホームページ）
　　　　　　　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a16100/syokogyo/keikaku.html
　　　　　　　「やまぐち観光推進計画」（観光振興課ホームページ）
　　　　　　　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a16200/kankoukeikaku/shinkoukeikaku.html
　　　　　　　「やまぐち雇用・人財育成計画」（労働政策課ホームページ）
　　　　　　　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a15900/koyokeikaku/keikakutop.html

【お知らせ】

やまぐち総合ビジネスメッセが周南市で開催
　商工労働施策を総合的に普及啓
発するとともに、県内企業の情報
発信と企業間取引の活性化、県内
雇用の促進等を目的に、産学公が
一体となって開かれる総合産業イ
ベント「やまぐち総合ビジネス
メッセ」が、10月25日㈮、26日㈯
の２日間、周南市の「キリンビバ
レッジ周南総合スポーツセン
ター」で開催されました。
　県内企業など約200社がブース
を設け、本会も産学公連携エリア
に出展し、中小企業組合制度や中小企業ＢＣＰ（事業継続計画）等につい
て紹介をするとともに、相談に応じました。その他に、機械金属のブース
では、県内のものづくり中小企業が15社、食品・農商工連携のブースでは
42社などが出展し、商談会のブースでは数多くの商談が行われました。
　初日は、児童生徒らも訪れ、様々なイベントが行われ、（一財）機械振興
協会経済研究所調査研究部長北嶋守氏や同志社大学学長の村田晃嗣氏の講
演をはじめ「ふるさと山口就職説明会」がありました。

　翌26日㈯は、メインア
リーナでは、（公財）や
まぐち産業振興財団副理
事長森敏明氏の講演のほ
か、一般の方々を対象にイベントが行われ、全日本製
造業コマ大戦2013中国場所やご当地アイドルグループ
「山口活性学園」のミニコンサートなどが開催されまし
た。
　今回は、はじめて２日間にわたり開催され、１日目
は企業向け、２日目は一般来場者向けにイベントが企
画され、２日間で、約10,500人の方が会場を訪れました。

オープニングセレモニーで、主催者挨拶をされる木村進山口県商工労働部長

講演される（公財）やまぐち産
業振興財団副理事長森敏明氏

にぎわうイベント会場
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中央会ＰＲ・お知らせ

共済制度のお申し込みは、山口県中小企業団体中央会 〒753-0074　山口市中央４ー５ー16
TEL：083-922-2606　　FAX：083-925-1860
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　県内の協同組合等の中小企業連携組織及び中小企業のリーダー等を対象に、地元の実情を踏ま

えた今後の経営戦略・成長策等についてお話しいただくとともに、参加者相互の交流を深め、県

内の中小企業の元気づくり・活性化を図ることを目的として開催します。お誘い合わせの上、奮っ

てご参加ください。

【日　時】　　平成25年11月25日（月曜日）15：00～18：30
【場　所】　　西の雅常盤（山口市湯田温泉）

【テーマ】　　「ものづくり企業をはじめとした
　　　　　　　中小企業の成長戦略・新事業展開」
【講　師】　　同志社大学大学院　客員教授　杉

すぎ
　田

た
　定
ざだ
　大
ひろ
　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元中国経済産業局長）

　　　　　　※セミナー終了後、交流会を予定しております。

　　　　　　　（新山口駅から会場まで送迎のバス（無料）を出す予定です。）

【参加費】　　無料（但し、交流会参加者は5,000円）

【お問い合わせ】　　山口県中小企業団体中央会　連携支援第一課（担当：田中）　☎ 083-922-2606

「2013年 組合トップセミナー」開催
のご案内

杉田定大 氏
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印刷製本　株式会社 桜プリント社

表紙写真
第65回全国理容競技大会 in 山口

（山口市「山口県スポーツ文化センター」）

　昨年の２月に、組合の職員になられたとのこと。現在は、事務全般を一
人で担当されています。近頃は、湯田温泉のマスコットキャラクター「ゆ
う太くん、ゆう子ちゃん」のＰＲに関わっています。
　趣味を伺うと、「ショップやカフェめぐりです。」と答えられました。
　好きな言葉は、「一期一会」。（実はゆう太くんも一緒です。）人との出会
いを大事にされています。
　日々心がけておられることは、「前向きな発言と笑顔！」
　組合のPRをお願いしたところ、「湯田温泉は、800年以上前から存在して
いた歴史ある温泉です。「天与の恵みを大切にしよう」という気持ちから、
全国の温泉地に先駆けて、各泉源から温泉を貯湯槽に集め、旅館・ホテル
等に配湯するシステムを1984年に構築しました。私たちは、今後も７つの
泉源からいただく資源を大事にしながら、湯田温泉の未来のために日々努
力していきます。」と素敵な笑顔で答えていただきました。
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